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I は じめに

重複悪性腫瘍は1869年,Billrothが始めて報告し,そ

の後1932年,Warren&Gates'に よる診断基準の修正を

経て,多 くの報告があるが,胃 と乳頭部との重複悪性腫

瘍は報告が少なく,稀 である。最近われわれは乳頭部癌

の診断にて膵頭十二指腸切除を行い,手 術の際,同 時に

胃角部小弯に小隆起性病変を認め,切 除後,胃 と乳頭部

の重複癌と判明した症例を経験したので,若 干の文献的

考察を加えて報告する.

II 症   例

患者 :61歳,男 .

主訴 :右季肋部痛.

家族歴 :特記すべきことなし,

既往歴 :52歳時,胃 潰瘍にて加療

現病歴 :元来健康で若い頃より1日 2合程度の飲酒歴

があつた。34歳時,右 季肋部痛をきたし,内 服治療によ

り軽快していた.40歳時再び同様の溶痛あり,こ の時は

発熱を伴つた.52歳時,胃 潰瘍にて治療を受け,そ の後

何ら症状を訴えることなく過ごしていたが,昭 和49年11

月頃より,右 季肋部痛増強,持 続するようになり,本 学

第 2内科受診,乳 頭部癌の診断を受け,手 術の為本科転

科となる。

入院時所見 :体格小,栄 養中等度,限 験結膜はやや貧

血,眼 球結膜に黄痘なし,胸 部は理学的に異常なし.腹

部では右季肋部に圧痛,抵 抗あるが,肝 臓,解 臓は触知

しない。また表在性リンパ節は角A知せず.

臨床検査成績 :血色素40%,赤 血球数 256万,自 血球

数4800,ヘマ トクリット値24%血 沈, 1時間値32ml,2

時間値80mll,尿に異常所見なく,糞 便潜血反応は陽性,

胸写,心 電図,異 常なし.

血液化学 ;総蛋白 7.4g畑 ,A/C比 1.04,総 ビリルビ

ン値0。35mgldl,直接ビリルビン値0,0581bC畑1,アルカリ・

フォスファターゼ値 17.1(K‐Au)総 ヨレステ ロール

129師g/dl,COT 24u, CPT 21u,ICC(15′ )4.0, 血 新青ア

ミラーゼ17401WI LDH 240u.

経皮縁肝胆道造影 :肝内胆管は軽度拡張,胆 管は著明

に拡張し,結石は証明し得ず,走 行は逆 くの字を示し,

膵内胆管陣側は不整硬化像,外 側は中央 くびれて婁状に

拡張し,特 異な所見をユす (図1).

低緊張性十二指腸造影 :十二指腸下行部内側中央 に

大 きな Craterを有 する隆起性病変 を認 める (図2,

左).

十二指腸内視鏡 :字L頭部 に一致 し,大 きな Craterぉ

よび周辺の隆起あ り.乳 頭開田部は潰場の凸凹や血液に

て不明 (図2,右 ).

選択的血管造影 :胃十二指腸動脈における超選択的血

管造影では,前 ,後 上陣十二指腸動脈の拡張および,腫

瘍に一致して,や や濃染像を認む (図3).

以上の所見より子L頭部痛の診断にて手術を行つた.
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図 l l l■皮経肝胆道造影像.

総胆管は著明に拡張し,走 行は逆 くの字を示し,膵
内胆管解側は不整硬化像,外 側は中央 くびれて嚢状
に拡張し,特 果な所見を呈す。

図2 左 )低 緊張性十二指腸造影.

に 指腸下行部内側中央に大きなクレーターを有す
る隆起性病変を認める.

右)十 二指腸内視鏡像.

乳頭部に一致し,大きなクレーター,および周辺の隆

起あり.平し頭開田部は潰瘍の凸凹や血液にて不明.

手術所見 :肝臓は左葉に米粒大のやわらかな白斑を認

めるも転移とは思われない.膵 臓は頭部より尾部まで硬

く,慢 性膵炎か,膵 癌か識別し難 く,凍 結標本にて慢性

膵炎と診断.総 肝動脈リンパ節,Treiz靭 帯直下の腸間

膜リンパ節,膵 釣部,後 部にリンパ節の腫大あり,十 二

指腸には乳頭部 に一致して,鶏 卵大 の腫瘤あり,築 膜

浸潤なし。以上の所見より,膵 頭十二指腸切除 (いわゆ
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図 3 胃 十二指腸動脈における超選択的血管造影.

前,後 上膵十二指腸動脈の拡張及び,腫 瘍に一致し

て,や や濃染像を認む

図 4 切 除胃標本.

る教室の 恥唖PPle変法
2)を

行つた。この際胃角部に小

さな隆起性病変を認めた。

切除標本所見 :胃角部小弯似1に3× 2 cmの隆起性病変
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図 7 摘 出標本造影.

総胆管 と膵管より別々にバ リウムを注入す。クレー

ターを有する乳頭腫瘍像を認める。

図8 胃 腫瘍病理組織像.

(腺管腺癌)(H・E染 色X50)

あり,ま た前庭部の前壁,後 壁に多くの小隆起性病変を

認める (図4).十 二指腸には乳頭部に一致して,4.6×

3 cmの大きなCraterぉょび周辺の隆起ある腫場があり,

潰瘍底は凸凹不整であつた (図5).また総胆管を背側で

切開を行つた標本 で は,(図 6-上 )の 如くで 術前の

PTC像 と一致する。 (図6-下 )は 膵管 を開いた標本

であるが,膵 頭部の主膵管は拡張し,そ の乳頭開田部直

前,す なわち,腫 場の手前に 1,5X O,8伽 の字L白色類粒

図 5 切 除十二指腸標本.

図 6 上 ,

下,

総胆管を切開した標本.

障管を切開した標本.
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互に離れた場所にあり,③  一 方が他方の転移でないこ

と.が 満足されねばならない.さ らに発生時期によつて

同時性,果 時性の区別がなされている。

悪性腫瘍中の重複悪性腫瘍の発生頻度は,本 邦では金

子
り
,北 畠0は ともに0,6%で ,岩 塚0.78め,赤 崎1.6%で

あり,約 1%～ 2%と いわれている。欧米では,Warren

&Gatesめ の 3.7%,Burke 7.8%の ,と 報告して いる.

男女比では一般に男性に多いとされ,好 発年令は男女と

も50～60歳台のいわゆる癌年合に集中している.

重複悪性腫瘍中消化器 の関与する頻度 は,岩 塚77%
D,赤

崎77%6)と 報告し, また消化器中胃の関与する頻

度は岩塚54%け , 中村29%り , と報告している。これに

対し欧米では, SIaughter 3.3%り,watSOn 4.1%1の と報

告し,本 邦に比しきわめて低率である。胃癌合併例は,

その組合せとしては,胃 癌と肺癌,胃 癌と食道癌の重複

例が多いとされている1め._方 を胆道)落とする重複癌は

中村ら
1のによれば25例 (2.23%),また千葉ら

1°
は肝外胆

道癌との重複癌症例は,2.3%と 報告している。乳頭部

癌と他癌との組合せでは胃癌との重複以外は,前 立腺癌

との重複が 1例1°
,直 腸痛との量複が 2例ある3の3,.

さてわれわれの症例は乳頭部癌と胃癌との重複例であ

るが,こ の様な症例は集計し得た限 りでは,文 献例5例
202つ2ゆ102り

,ぉ ょび自験例 1例の6例 であり表 1の如く

である。これを見ると6例 中早期胃癌が5例 と多く,ま

たIa型 が3例 あることは興味深い.ま た際石症を合併

状の膵石一個を認めた.摘 出標本による造影を行つて見

るに (図7)の 如 く腫瘍の広がり等の所見がよく摘出さ

れている.

病理組織所見 :胃は tubular adenocarcinomaで粘膜

固有層までに限局している (図8).なお前庭部の小隆起

は,hypettlattiC gastrttsでぁった. 乳頭部は, Papil10‐

tubular adenocarcinomaで筋層まで浸潤がみられる (図

9).膵への浸潤はみられない。また陣釣部のリンパ節は

転移を認めた。

図9 乳 頭部腫場病理組織像.

(乳頭状腺管腺癌)(H・ E染 色X50)

III 考  按

同一個体の異なる臓器 に癌 が発生した場合に,そ れ

を重複癌と判定するには,現 在は Warren&Gatesの 基

準
D, す なわち,①  各 腫易は一定の悪性像を持ち,②

表 1 十 二指腸乳頭部癌と目癌の重複症例 (本洲!での報告1/1)

後 藤
14

(1972)

乗 富
(1973)

十二指腸乳頭部

交品デ| 病 理 診 断

?

胃角部小弯

善 積
2つ

46・
(1968)

三 芳
23)

68・
(1972)

1 発 生部位

未分化癌

(換窪馨架場
下に存在・

)

時性
術前に両者 とも診断

十二指腸癌手術後 4
年 1カ 月目に再発の
ため再手術,この際,

然に胃癌を発見

同時性
術前に両者 とも生検
で診断

乳頭状腺管腺癌
胃体部中部

腺管腺癌

同時性
術前両者とも診断

頭部漏 のみ診
自験例
〈1975)

乳頭状腺管腺癌 胃角部小弯
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したものは自験例のみである。術前に両者診断出来た例

は,果 時性を除き自験例を除く全例であり,本 例は乳頭

部病変に気をとられ胃の検索が不十分であつた事を深く

反省する次第である.

本例は乳頭部癌として興味ある所見があつたので考按

すると,疼 痛,発 熱,糞 便潜血反応陽性,等 特徴的臨床

症状を呈したが,高 度の胆管の拡張あるも黄痘の出現を

見ていない。一般に乳頭部癌 の黄疸 の発現率は90%1め

100%1°1つで早期に黄疸をきたすことが特徴
1°1ので,初

発症状とする場合が多く
1ゆ20,黄

疸の進行度が遅 く
20,

経過中腫瘍の崩壊脱落,炎 症,乳 頭のスパスムスなどで

黄痘に消長がみられることが多い2の2の
とされている.本

例は乳頭部を中心に大きな潰瘍があることより,黄 疸発

現前に閉塞部腫場が崩壊脱落した為に黄疸の出現を見な

かつ た ものと思われる.し かしアルカリ・フォスフア

ターゼ値は高く,ビ リルビン値とアルカリ・フォスフア

ターゼ値の解離現象は認めた。経皮経肝胆道造影では,

膵内胆管膵側の不整硬化像および外側は嚢状を呈し,術

前癌の膵への浸潤による所見ではないかとの疑いが持た

れたが,こ れらの変化は慢性膵炎による硬化に起困する

ものであつた。低緊張性に 指腸造影にては下行脚内4Rll

に比較的大きな隆起性病変があり,そ の中央に大きな潰

場を形成していた。また乳頭部癌では診断への寄与はき

わめて少ない2つ2り
とされている選択的血管造影にても腫

瘍濃染を認め,さ らに上記の如きPTC所 見を塁した為に

進行高度で切除不能である可能性も考えられた。開腹す

るにリンパ節転移は見られたが,か ろうじて根治切除で

きたことは,興 味ある点であり,胆 道痛の中で予L頭部癌

の持つ 1つの特異性 といえる。息者は術後 8カ月の現

在,健 在である.

多数の重複癌症例が報告されている現在, 1臓器の癌

が発見された場合,重 複痛の存在の可能性を考えて検査

を行い,ま た手術に際しては術前診断にこだわらず,他

臓器を十分検することをあらためて痛感する。

I V む す び

根治切除出来た十二指腸フL頭部痛と,Ia型 早期胃痛

および膵石症の併存例を報告した.切 除標本による病理

診断は乳頭部は,乳 頭状腺管腺痛,胃 は,Ia型 胃粘膜

内癌で腺管腺癌であり,字と頭部癌と胃痛の重複例として

は,こ の症例は本邦6例 目に当り,こ れにまた膵石症を

併存したものはこれまでに報告を見ておらず,こ こに若

干の文献的考察を加えて報告した。
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